
小学校●地理●公民との関連 ヨーロッパ（地），ユーラシア大陸（地），キリスト教（地），イスラム教（地）
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キリスト教
きょう

が人
ひと

々
びと

の精
せい

神
しん

的
てき

な支
ささ

えとなっ
ていたヨーロッパでは，ローマ帝

てい

国
こく

の分
ぶん

裂
れつ

後
ご

，しだいにローマ教
きょう

皇
こう

（法
ほう

王
おう

）を首
しゅ

長
ちょう

とするカトリック教
きょう

会
かい

の勢
いきお

い
が増

ま

し，各
かっ

国
こく

の王
おう

をしのぐ力
ちから

をもつようになりました。11世
せい

紀
き

末
まつ

，

教
きょう

皇
こう

がイスラム勢
せい

力
りょく

の中
なか

にある聖
せい

地
ち

エルサレムを奪
うば

い返
かえ

すよう呼
よ

び
かけ，ヨーロッパ各

かっ

国
こく

の王
おう

は十
じゅう

字
じ

軍
ぐん

の遠
えん

征
せい

を行
おこな

いました。

この試
こころ

みは失
しっ

敗
ぱい

しましたが，ヨーロッパの国
くに

々
ぐに

とイスラム勢
せい

力
りょく

が
接
せっ

触
しょく

したことで，イタリア商
しょう

人
にん

とイスラム商
しょう

人
にん

の貿
ぼう

易
えき

が活
かっ

発
ぱつ

になり
ました。ユーラシア大

たい

陸
りく

を広
ひろ

く行
い

き交
か

うイスラム商
しょう

人
にん

との交
こう

易
えき

によ
り，彼

かれ

らが航
こう

海
かい

などでつちかった天
てん

文
もん

学
がく

などの高
たか

い水
すい

準
じゅん

の学
がく

問
もん

や技
ぎ

術
じゅつ

が，ヨーロッパに紹
しょう

介
かい

されました。

ヨーロッパの生
せい

活
かつ

や文
ぶん

化
か

は，カトリック教
きょう

会
かい

の
影
えい

響
きょう

を強
つよ

く受
う

けていました。しかし14世
せい

紀
き

にな
ると，人

にん

間
げん

の個
こ

性
せい

や自
じ

由
ゆう

を表
ひょう

現
げん

しようとした古
こ

代
だい

ギリシャ・ローマ
の文

ぶん

化
か

を理
り

想
そう

とするルネサンス（文
ぶん

芸
げい

復
ふっ

興
こう

）とよばれる新
あたら

しい風
ふう

潮
ちょう

が

イスラムとの交
こうこう

流
りゅうりゅう

と
ヨーロッパ

→p.23 →p.21
うううかい

解説

→p.23 →p.22
おこなおお

3

1

新
あたらあたら

しい芸
げい

術
じゅつ

と
技
ぎぎ

術
じゅつじゅつ

6

→p.20，5

学習
課題

キリスト教
きょうきょう

に基
もと

づいたヨーロッパの文
ぶぶんぶん

化
かか

や社
しゃしゃ

会
かいかい

は，イスラム商
しょうしょう

人
にんにん

との交
こうこう

流
りゅうりゅう

により，どのように変
へんへん

化
かか

していったのだろうか。ヨーロッパの
変
へん

革
かく1

4 イスラムの国での研究の様子イスラムのの国での研究のの様子イスラムの国での研究の様子 イスラムの国々では，ギリシャやイス ムの国々では ギリシャやイスラムの国々では ギリシャや
インドの影ンドの影インドの影

えいええい

響響響
きょうききょう

を受けて，さまざまな学問が発を受けて さまざざまな学問が発を受けて さまざまな学問が発
はっははっ

展展展展
てんてんてん

しました。しました。しました
　　　　図図図

ずずず

版版版
はんはんはん

の中から下に挙げたＡ～Ｃを探　の中から下 挙げたＡ～Ｃを探の中から下に挙げたＡ Ｃを探
さががさが

してみよう。してみようしてみよう。
Ａ．地地Ａ．地

ちち

球球球球
きゅうゅゅ

儀儀儀儀
ぎぎ

　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラーベ砂時計 Ｃ アストロラーベ時計　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラ ベ

1

資料活用 1

8 審
しん

判
ぱん

』 ローマ教
きょう

皇
こう

に命じられ，ミケランジェロはローマの大聖
せい

堂
どう

や礼
れい

拝
はい

堂などに壁
へき

画
が

や彫
ちょう

刻
こく

を制
せい

作
さく

しました。
この絵は60歳

さい

から６年がかりで完成しました。
〈バチカン市国 システィナ礼拝堂蔵　高さ14.4m×幅
13.3ｍ　16世紀〉

4

6 アストロラーベアストロラーベアストロラーベ　天体天体天体
の高度を測の高度を測の高度を測

はかかはか

るための観るための観観るための観
かんかんかん

測測測
そくくそく

器器器
具です。船の上で地球の緯具です 船の上で地球球の緯具です。船の上で地球の緯

いいい

度度度度
どど

を知ることができました。を知ることができました。を知る とができました知

3

この人たちは
何の研究をして
いるのかな。

6 羅羅羅
らら

針針針
しんし

盤盤盤盤
ばんばん

　航海のとき航海のとき航海のとき
に方角を知るための道具に方角を知知るための道具に方角を知るための道具
です。磁です 磁です。磁

じじ

石石石石
しゃくし くしゃく

の南北を指しの南北を指指しの南北を指し
示示示
しめめしめ

す性す性す性
せいせせい

質質質
しつししつ

が中国から伝わがが中国から伝伝わが中国から伝わ
り，ヨーロッパで実用化り ヨー ッパで実用用化り パで実用化， ッ 実用化
されました。されました。されました

2

1第 節 大
だ い

航
こ う

海
か い

によって結
む すむ す

び付
つつ

く世
せせ

界
か いか い ヨーロッパの国

くにくに

々
ぐにぐに

は，
なぜ世

せせ

界
かいかい

に進
しんしん

出
しゅつしゅつ

したの
だろうか。

第1節の問い
p.94~101

武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の展
てん

開
かい

と世界
かいかい

の動
うごうご

き近世第 章3
全
ぜんぜん

国
こくこく

を統
とう

一
いつ

する安
あんあん

定
ていてい

した政
せい

権
けん

を成
せいせい

立
りつりつ

させたものは何
なになに

か。章の問い
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　　幕
ばく

府
ふ

は，社
しゃ

会
かい

の安
あん

定
てい

化
か

を図
はか

るため，豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

のとき
に行

おこな

われた兵
へい

農
のう

分
ぶん

離
り

をさらに進
すす

め，17～18世
せい

紀
き

にか
けて，武

ぶ

士
し

と百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

の身
み

分
ぶん

を区
く

別
べつ

するしくみを固
かた

めていきまし
た。この過

か

程
てい

で，百
ひゃく

姓
しょう

や町
ちょう

人
にん

に組
く

み入
い

れられなかった一
いち

部
ぶ

の人
ひと

々
びと

は，
差
さ

別
べつ

されることになりました。

この身
み

分
ぶん

制
せい

の下
もと

で，政
せい

治
じ

を行
おこな

う支
し

配
はい

者
しゃ

の身
み

分
ぶん

とされた武
ぶ

士
し

は，主
しゅ

君
くん

に仕
つか

え，軍
ぐん

事
じ

や行
ぎょう

政
せい

に関
かか

わる義
ぎ

務
む

を負
お

いました。一
いっ

方
ぽう

で，名
みょう

字
じ

（姓
せい

）を名
な

乗
の

ることや，刀
かたな

を差
さ

すこと（帯
たて

刀
わき

）などの特
とっ

権
けん

を持
も

ちました。
武
ぶ

士
し

は幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

の役
やく

職
しょく

に就
つ

いて，幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

から石
こく

高
だか

に応
おう

じて，領
りょう

地
ち

や米
こめ

が支
し

給
きゅう

されました。
　　全

ぜん

人
じん

口
こう

の80%以
い

上
じょう

を占
し

めたのは百
ひゃく

姓
しょう

で，大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は村
むら

に住
す

み農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

む農
のう

民
みん

であり，自
じ

給
きゅう

自
じ

足
そく

に近
ちか

い
生
せい

活
かつ

をしていました。農
のう

民
みん

は，農
のう

地
ち

を持
も

ち年
ねん

貢
ぐ

を納
おさ

める本
ほん

百
びゃく

姓
しょう

と，
農
のう

地
ち

を持
も

たない水
みず

呑
のみ

百
びゃく

姓
しょう

などに分
わ

かれていました。村
むら

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

は，
名
な

主
ぬし

（庄
しょう

屋
や

）・組
くみ

頭
がしら

・百
ひゃく

姓
しょう

代
だい

など村
むら

方
かた

三
さん

役
やく

という役
やく

目
め

に就
つ

き，村
むら

の自
じ

治
ち

に当
あ

たりました。農
のう

民
みん

に課
か

せられた主
おも

な税
ぜい

は，収
しゅう

穫
かく

した米
こめ

の40
～50%の年

ねん

貢
ぐ

でした。年
ねん

貢
ぐ

は藩
はん

や幕
ばく

府
ふ

に納
おさ

められ，武
ぶ

士
し

の生
せい

活
かつ

を

身
みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

と
武
ぶ

士
し

→p.106
くくく

→p.106

3

1

→p.123F2

→p.106

百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

2

1

→p.123F2

1 →p.123カ

学習
課題 江

え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の身
みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

とは，どのようなしくみなのだろうか。身
み

分
ぶん

制
せい

の下
もと

での
暮
く

らし1
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身分制（小），武士（小），百姓（小），町人（小）

1 収
しゅう

穫
かく

した米の40%を年
ねん

貢
ぐ

として納
おさ

めさせ
る場合を四

し

公
こう

六
ろく

民
みん

，50％の場合を五
ご

公
こう

五
ご

民
みん

と
いいます。
2 孔

こう

子
し

（→p.18）の思想を学び，発展させた
学問を儒

じゅ

学
がく

といいます。江
え

戸
ど

時代には，朱
しゅ

子
し

学
がく

の林
はやし

羅
ら

山
ざん

や陽
よう

明
めい

学
がく

の中
なか

江
え

藤
とう

樹
じゅ

など，多くの儒学
者によって儒学のさまざまな教えや考えが人々
に広がり，日本独

どく

自
じ

の儒学が形成されていきま
した。
3 商人の奉

ほう

公
こう

人
にん

や職
しょく

人
にん

の弟
で

子
し

は，主人の家で
住み込

こ

みをしながら技
ぎ

術
じゅつ

を身に付けていきまし
た。10歳

さい

前後を丁
でっ

稚
ち

といい，雑
ざつ

用
よう

や手伝いを
して仕事を覚え，その過

か

程
てい

で「読み・書き・そ
ろばん」の力も養われていきました。

8 年年年
ねんね

貢貢貢貢
ぐ

を納を納を納
おささ

める様子める様子子める様子 蔵蔵蔵
くらら

に運ばれてきた年貢米を，俵に運ばれててきた年貢米を 俵に運ばれてきた年貢米を 俵
たわらら

の中からすべて出して，年貢米の量をの中からすべて出して，年年貢米の量をの中からすべて出して 年貢米の量を
四角の升四角の升四角の升

ますすます

で量り直しているところです。で量り直してているところですすで量り直しているところです 〈円山応挙作『七難七福図巻』 京都府 相国寺蔵〉円山応挙作 七難七福図巻 京都府 相国寺蔵〈円山応挙作『七難七福図巻』京都府 相国寺蔵〉
1

百　姓
約84％

ひゃく しょう

武士

約
7
約
6

ぶ　し

公家・神官・僧侶 約1.4
く　げ しんかん そう りょ

差別された人々  約1.6

町人
ちょうにんそう

総人口 約3200万人

82江
え

戸
ど

時代の身分別人口構
こう

成
せい

（幕
ばく

末
まつ

の推
すい

定
てい

値
ち

）
〈関山直太郎 『近世日本の人口構造』〉

左にいる二人の
武士は，何をして
いるのかな。

4第 節 天
て んて ん

下
かか

泰
た い

平
へ い

の世
よよ

の中
な かな か

江
え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の社
しゃしゃ

会
かいかい

は，どのような社
しゃしゃ

会
かいかい

だったのだろうか。
第4節の問い
p.124~133
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p.94 p.124

特色③では，見通し・振り返り学習がしやすい「問い」の構造について説明しています。
この構造により，単元のまとまりで課題解決的な学習ができ，「深い学び」につながります。

▶章のはじめには「章の問い」を設けています。この単　　元を貫く問いを明
示することで見通しをもって学習に取り組めます。

章の問い

▶章のなかの各節のはじめには「節の問い」を設けています。節ごとに到達目
標を明示して，見通しをもって学習に取り組めます。

節の問い

見通し・振り返り学習がしやすい構造 ①章・節の構造

深い学びにつながる「問い」❸
特色

見通し・振り返り学習を積み重ねて
深い学びの実現へ

　本教科書は，章・節・見開きという三つの構成をとっており，
章は中世や近世といった時代を，節は章を細分化した時代区
分やテーマを，見開きはそれぞれの政治・経済・文化の歴史
を扱っています。
　そして章・節・見開きには問いと振り返りを設け，それぞ
れのなかで見通し・振り返り学習ができるようにしています。
　このように見開きから節へ，節から章へと見通し・振り返
り学習を積み重ねていき，章の最後の「章の学習を振り返ろ
う」では，「章の問い」（課題）を自分なりに追究していくことが
できる構成になっています。

深い学びにつながる「問い」の構造の
全体イメージ

節
の
問
い

見
開
き
の
問
い

 (

学
習
課
題) 

確
認
し
よ
う

説
明
し
よ
う

節
の
問
い
を

振
り
返
ろ
う

章
の
問
い

章
の
学
習
を

振
り
返
ろ
う

見通し

振り返り

第２部第３章 近世

ポイント

各節の「節の問い」
の積み重ねが「章
の問い」の追究に
つながります。

章と節の
関係イメージ

節の問い 節の問い

章の問い

節の問いを
振り返ろう

節の問いを
振り返ろう

章の学習を
振り返ろう

小学校●地理●公民との関連 ヨーロッパ（地），ユーラシア大陸（地），キリスト教（地），イスラム教（地）

5

10

15

キリスト教
きょう

が人
ひと

々
びと

の精
せい

神
しん

的
てき

な支
ささ

えとなっ
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うイスラム商
しょう

人
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易
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によ
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ぎ
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きょう

を強
つよ

く受
う

けていました。しかし14世
せい

紀
き

にな
ると，人

にん

間
げん

の個
こ

性
せい

や自
じ

由
ゆう

を表
ひょう

現
げん

しようとした古
こ

代
だい

ギリシャ・ローマ
の文

ぶん

化
か

を理
り

想
そう

とするルネサンス（文
ぶん

芸
げい

復
ふっ

興
こう

）とよばれる新
あたら

しい風
ふう

潮
ちょう

が

イスラムとの交
こうこう

流
りゅうりゅう

と
ヨーロッパ

→p.23 →p.21
うううかい

解説

→p.23 →p.22
おこなおお

3

1

新
あたらあたら

しい芸
げい

術
じゅつ

と
技
ぎぎ

術
じゅつじゅつ

6

→p.20，5

学習
課題

キリスト教
きょうきょう

に基
もと

づいたヨーロッパの文
ぶぶんぶん

化
かか

や社
しゃしゃ

会
かいかい

は，イスラム商
しょうしょう

人
にんにん

との交
こうこう

流
りゅうりゅう

により，どのように変
へんへん

化
かか

していったのだろうか。ヨーロッパの
変
へん

革
かく1

4 イスラムの国での研究の様子イスラムのの国での研究のの様子イスラムの国での研究の様子 イスラムの国々では，ギリシャやイス ムの国々では ギリシャやイスラムの国々では ギリシャや
インドの影ンドの影インドの影

えいええい

響響響
きょうききょう

を受けて，さまざまな学問が発を受けて さまざざまな学問が発を受けて さまざまな学問が発
はっははっ

展展展展
てんてんてん

しました。しました。しました
　　　　図図図

ずずず

版版版
はんはんはん

の中から下に挙げたＡ～Ｃを探　の中から下 挙げたＡ～Ｃを探の中から下に挙げたＡ Ｃを探
さががさが

してみよう。してみようしてみよう。
Ａ．地地Ａ．地

ちち

球球球球
きゅうゅゅ

儀儀儀儀
ぎぎ

　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラーベ砂時計 Ｃ アストロラーベ時計　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラ ベ

1

資料活用 1

8 審
しん

判
ぱん

』 ローマ教
きょう

皇
こう

に命じられ，ミケランジェロはローマの大聖
せい

堂
どう

や礼
れい

拝
はい

堂などに壁
へき

画
が

や彫
ちょう

刻
こく

を制
せい

作
さく

しました。
この絵は60歳

さい

から６年がかりで完成しました。
〈バチカン市国 システィナ礼拝堂蔵　高さ14.4m×幅
13.3ｍ　16世紀〉

4

6 アストロラーベアストロラーベアストロラーベ　天体天体天体
の高度を測の高度を測の高度を測

はかかはか

るための観るための観観るための観
かんかんかん

測測測
そくくそく

器器器
具です。船の上で地球の緯具です 船の上で地球球の緯具です。船の上で地球の緯

いいい

度度度度
どど

を知ることができました。を知ることができました。を知る とができました知

3

この人たちは
何の研究をして
いるのかな。

6 羅羅羅
らら

針針針
しんし

盤盤盤盤
ばんばん

　航海のとき航海のとき航海のとき
に方角を知るための道具に方角を知知るための道具に方角を知るための道具
です。磁です 磁です。磁

じじ

石石石石
しゃくし くしゃく

の南北を指しの南北を指指しの南北を指し
示示示
しめめしめ

す性す性す性
せいせせい

質質質
しつししつ

が中国から伝わがが中国から伝伝わが中国から伝わ
り，ヨーロッパで実用化り ヨー ッパで実用用化り パで実用化， ッ 実用化
されました。されました。されました

2

1第 節 大
だ い

航
こ う

海
か い

によって結
む すむ す

び付
つつ

く世
せせ

界
か いか い ヨーロッパの国

くにくに

々
ぐにぐに

は，
なぜ世

せせ

界
かいかい

に進
しんしん

出
しゅつしゅつ

したの
だろうか。

第1節の問い
p.94~101

武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の展
てん

開
かい

と世界
かいかい

の動
うごうご

き近世第 章3
全
ぜんぜん

国
こくこく

を統
とう

一
いつ

する安
あんあん

定
ていてい

した政
せい

権
けん

を成
せいせい

立
りつりつ

させたものは何
なになに

か。章の問い

94
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　　幕
ばく

府
ふ

は，社
しゃ

会
かい

の安
あん

定
てい

化
か

を図
はか

るため，豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

のとき
に行

おこな

われた兵
へい

農
のう

分
ぶん

離
り

をさらに進
すす

め，17～18世
せい

紀
き

にか
けて，武

ぶ

士
し

と百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

の身
み

分
ぶん

を区
く

別
べつ

するしくみを固
かた

めていきまし
た。この過

か

程
てい

で，百
ひゃく

姓
しょう

や町
ちょう

人
にん

に組
く

み入
い

れられなかった一
いち

部
ぶ

の人
ひと

々
びと

は，
差
さ

別
べつ

されることになりました。

この身
み

分
ぶん

制
せい

の下
もと

で，政
せい

治
じ

を行
おこな

う支
し

配
はい

者
しゃ

の身
み

分
ぶん

とされた武
ぶ

士
し

は，主
しゅ

君
くん

に仕
つか

え，軍
ぐん

事
じ

や行
ぎょう

政
せい

に関
かか

わる義
ぎ

務
む

を負
お

いました。一
いっ

方
ぽう

で，名
みょう

字
じ

（姓
せい

）を名
な

乗
の

ることや，刀
かたな

を差
さ

すこと（帯
たて

刀
わき

）などの特
とっ

権
けん

を持
も

ちました。
武
ぶ

士
し

は幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

の役
やく

職
しょく

に就
つ

いて，幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

から石
こく

高
だか

に応
おう

じて，領
りょう

地
ち

や米
こめ

が支
し

給
きゅう

されました。
　　全

ぜん

人
じん

口
こう

の80%以
い

上
じょう

を占
し

めたのは百
ひゃく

姓
しょう

で，大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は村
むら

に住
す

み農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

む農
のう

民
みん

であり，自
じ

給
きゅう

自
じ

足
そく

に近
ちか

い
生
せい

活
かつ

をしていました。農
のう

民
みん

は，農
のう

地
ち

を持
も

ち年
ねん

貢
ぐ

を納
おさ

める本
ほん

百
びゃく

姓
しょう

と，
農
のう

地
ち

を持
も

たない水
みず

呑
のみ

百
びゃく

姓
しょう

などに分
わ

かれていました。村
むら

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

は，
名
な

主
ぬし

（庄
しょう

屋
や

）・組
くみ

頭
がしら

・百
ひゃく

姓
しょう

代
だい

など村
むら

方
かた

三
さん

役
やく

という役
やく

目
め

に就
つ

き，村
むら

の自
じ

治
ち

に当
あ

たりました。農
のう

民
みん

に課
か

せられた主
おも

な税
ぜい

は，収
しゅう

穫
かく

した米
こめ

の40
～50%の年

ねん

貢
ぐ

でした。年
ねん

貢
ぐ

は藩
はん

や幕
ばく

府
ふ

に納
おさ

められ，武
ぶ

士
し

の生
せい

活
かつ

を

身
みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

と
武
ぶ

士
し

→p.106
くくく

→p.106

3

1

→p.123F2

→p.106

百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

2

1

→p.123F2

1 →p.123カ

学習
課題 江

え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の身
みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

とは，どのようなしくみなのだろうか。身
み

分
ぶん

制
せい

の下
もと

での
暮
く

らし1

5

10

15

身分制（小），武士（小），百姓（小），町人（小）

1 収
しゅう

穫
かく

した米の40%を年
ねん

貢
ぐ

として納
おさ

めさせ
る場合を四

し

公
こう

六
ろく

民
みん

，50％の場合を五
ご

公
こう

五
ご

民
みん

と
いいます。
2 孔

こう

子
し

（→p.18）の思想を学び，発展させた
学問を儒

じゅ

学
がく

といいます。江
え

戸
ど

時代には，朱
しゅ

子
し

学
がく

の林
はやし

羅
ら

山
ざん

や陽
よう

明
めい

学
がく

の中
なか

江
え

藤
とう

樹
じゅ

など，多くの儒学
者によって儒学のさまざまな教えや考えが人々
に広がり，日本独

どく

自
じ

の儒学が形成されていきま
した。
3 商人の奉

ほう

公
こう

人
にん

や職
しょく

人
にん

の弟
で

子
し

は，主人の家で
住み込

こ

みをしながら技
ぎ

術
じゅつ

を身に付けていきまし
た。10歳

さい

前後を丁
でっ

稚
ち

といい，雑
ざつ

用
よう

や手伝いを
して仕事を覚え，その過

か

程
てい

で「読み・書き・そ
ろばん」の力も養われていきました。

8 年年年
ねんね

貢貢貢貢
ぐ

を納を納を納
おささ

める様子める様子子める様子 蔵蔵蔵
くらら

に運ばれてきた年貢米を，俵に運ばれててきた年貢米を 俵に運ばれてきた年貢米を 俵
たわらら

の中からすべて出して，年貢米の量をの中からすべて出して，年年貢米の量をの中からすべて出して 年貢米の量を
四角の升四角の升四角の升

ますすます

で量り直しているところです。で量り直してているところですすで量り直しているところです 〈円山応挙作『七難七福図巻』 京都府 相国寺蔵〉円山応挙作 七難七福図巻 京都府 相国寺蔵〈円山応挙作『七難七福図巻』京都府 相国寺蔵〉
1

百　姓
約84％

ひゃく しょう

武士

約
7
約
6

ぶ　し

公家・神官・僧侶 約1.4
く　げ しんかん そう りょ

差別された人々  約1.6

町人
ちょうにんそう

総人口 約3200万人

82江
え

戸
ど

時代の身分別人口構
こう

成
せい

（幕
ばく

末
まつ

の推
すい

定
てい

値
ち

）
〈関山直太郎 『近世日本の人口構造』〉

左にいる二人の
武士は，何をして
いるのかな。

4第 節 天
て んて ん

下
かか

泰
た い

平
へ い

の世
よよ

の中
な かな か

江
え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の社
しゃしゃ

会
かいかい

は，どのような社
しゃしゃ

会
かいかい

だったのだろうか。
第4節の問い
p.124~133

124
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たいとう

特
色 

❸

2625



小学校●地理●公民との関連 近松門左衛門（小），松尾芭蕉（小）

5

10

　　戦
せん

乱
らん

の世
よ

が終
お

わると，商
しょう

業
ぎょう

の発
はっ

達
たつ

と都
と

市
し

の繁
はん

栄
えい

によって，年
ねん

貢
ぐ

などで生
せい

活
かつ

を支
ささ

える武
ぶ

士
し

よりも，
町
ちょう

人
にん

たちが経
けい

済
ざい

的
てき

なゆとりを持
も

つようになりました。17世
せい

紀
き

末
まつ

か
ら18世

せい

紀
き

初
はじ

めにかけて，経
けい

済
ざい

力
りょく

や技
ぎ

術
じゅつ

力
りょく

を持
も

つ上
かみ

方
がた

の町
ちょう

人
にん

が生
う

み
出
だ

した文
ぶん

化
か

を，当
とう

時
じ

の元
げん

号
ごう

を踏
ふ

まえて元
げん

禄
ろく

文
ぶん

化
か

といいます。
　町

ちょう

人
にん

が社
しゃ

会
かい

の担
にな

い手
て

となったことから，文
ぶん

学
がく

作
さく

品
ひん

も町
ちょう

人
にん

の日
にち

常
じょう

を
描
えが

くようになりました。大
おお

阪
さか

の町
ちょう

人
にん

であった井
い

原
はら

西
さい

鶴
かく

は，金
きん

銭
せん

や出
しゅっ

世
せ

を追
お

い求
もと

めて喜
よろこ

んだり悲
かな

しんだりする町
ちょう

人
にん

の姿
すがた

を浮
うき

世
よ

草
ぞう

子
し

とよば
れる小

しょう

説
せつ

に描
えが

きました。また，町
ちょう

人
にん

は，その財
ざい

力
りょく

で人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

や，

この時
じ

期
き

に踊
おど

りから演
えん

劇
げき

へと形
かたち

を整
ととの

えた歌
か

舞
ぶ

伎
き

を楽
たの

しむようになり，
義
ぎ

理
り

と人
にん

情
じょう

の板
いた

ばさみになる男
だん

女
じょ

の姿
すがた

を描
えが

いた近
ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

の台
だい

本
ほん

は評
ひょう

判
ばん

となりました。俳
はい

諧
かい

は，松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

によって芸
げい

術
じゅつ

性
せい

が高
たか

められ，
町
ちょう

人
にん

や裕
ゆう

福
ふく

な百
ひゃく

姓
しょう

の間
あいだ

で親
した

しまれていきました。

町
ちょうちょう

人
にんにん

が育
そだそだ

てた
元
げんげん

禄
ろくろく

文
ぶんぶん

化
かか →p.128

→p.111，3

 人物56

学習
課題

江
え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

前
ぜぜんぜん

半
はんはん

にはどのような特
とくとく

色
しょくしょく

をもった文
ぶぶんぶん

化
かか

が展
てん

開
かい

したのだろ
うか。上

かみ

方
がた

で栄
さかさか

えた
町
ちょう

人
にん

の元
げん

禄
ろく

文
ぶんぶん

化
かか4

1 江
え

戸
ど

時代，京都・大阪を合わせて上
かみ

方
がた

とよ
びました。

8 俵俵俵
たわらわ

屋屋屋
やや

宗宗宗
そうそ

達達達
たつた

作『作作作『風風風
ふうふ

神神神
じんじ

雷雷雷雷
らいい

神神神
じんん

図図図
ずず

屛屛屛
びょうょ

風風風
ぶぶ

』』』〈京都京都〈京都
府 建仁寺蔵 京都国立博物館提供 縦154.5cm府 建仁寺蔵 京都国立博物館提供 縦1 4 5 m府 建仁寺蔵 京都国立博物館提供 縦154 5cm
×横169.8cm〉横 6 8c 〉×横169 8cm〉

1

4 尾尾尾尾
おお

形形形形
がたが

光光光光
こうこ

琳琳琳琳
りんり

作『作作作『作『燕燕燕燕
かきつばたか ばた

子花子花花子花子花図図
ずず

屛屛屛
びょうう

風風風
ぶぶ

』』〈東京都 根津美術館蔵東京都 根津美術館〈東京都 根津美術館蔵
縦151.2cm×横358.8cm〉縦 5 . cm×横 58 cm縦151 2cm×横358 8cm〉

2

二つの絵には
どのような共通点が
あるかな。

国
　宝

国
　宝

8 人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

　浄瑠璃（物語）・三
しゃ

味
み

線
せん

・操
あやつ

り
人形から成る人形浄瑠璃は，庶

しょ

民
みん

に親しまれま
した。現

げん

代
だい

の文
ぶん

楽
らく

も，その一つです。〈東京都
早稲田大学演劇博物館蔵〉

3

人形遣
づか

い

三
しゃ

味
み

線
せん

見物人

人形

132
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社
しゃしゃ

会
かいかい

が安
あんあん

定
ていてい

した結
けっけっ

果
かか

，人
ひとひと

々
びとびと

の生
せいせい

活
かつかつ

や産
さんさん

業
ぎょうぎょう

はどのように変
へんへん

化
かか

したか，
説
せつせつ

明
めいめい
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するまでの，
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てい
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を記したも

のです。紀行文学の傑
けっ
作
さく
といわれています。
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p.132-133

▶学習内容を振り返
り，本文の中から学
習上大切な事項を書
き出す作業です。正
しく文章を読む力

（読解力）を養い，知
識の確実な習得を促
します。

確認しよう

▶学習内容を振り返り，
習得した知識を活用
して言語活動につな
げる問いです。思考
力，判断力，表現力の
育成を促します。

説明しよう

見開き単位でも見通し・振り返り学習がしやすい構造になっています。
各見開きの学習を積み重ねて，章を構成する各節の「節の問い」の追究につながります。見通し・振り返り学習がしやすい構造 ②見開きの構造

深い学びにつながる「問い」❸
特色

▶「節の問い」を受けて各節の最後に設置しています。 
学んだことを説明する形で振り返ることができます。

節の問いを振り返ろう

小学校●地理●公民との関連

　　幕
ばく

府
ふ

は，社
しゃ

会
かい

の安
あん

定
てい

化
か

を図
はか

るため，豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

のとき
に行

おこな

われた兵
へい

農
のう

分
ぶん

離
り

をさらに進
すす

め，17～18世
せい

紀
き

にか
けて，武

ぶ

士
し

と百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

の身
み

分
ぶん

を区
く

別
べつ

するしくみを固
かた

めていきまし
た。この過

か

程
てい

で，百
ひゃく

姓
しょう

や町
ちょう

人
にん

に組
く

み入
い

れられなかった一
いち

部
ぶ

の人
ひと

々
びと

は，
差
さ

別
べつ

されることになりました。

この身
み

分
ぶん

制
せい

の下
もと

で，政
せい

治
じ

を行
おこな

う支
し

配
はい

者
しゃ

の身
み

分
ぶん

とされた武
ぶ

士
し

は，主
しゅ

君
くん

に仕
つか

え，軍
ぐん

事
じ

や行
ぎょう

政
せい

に関
かか

わる義
ぎ

務
む

を負
お

いました。一
いっ

方
ぽう

で，名
みょう

字
じ

（姓
せい

）を名
な

乗
の

ることや，刀
かたな

を差
さ

すこと（帯
たて

刀
わき

）などの特
とっ

権
けん

を持
も

ちました。
武
ぶ

士
し

は幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

の役
やく

職
しょく

に就
つ

いて，幕
ばく

府
ふ

や藩
はん

から石
こく

高
だか

に応
おう

じて，領
りょう

地
ち

や米
こめ

が支
し

給
きゅう

されました。
　　全

ぜん

人
じん

口
こう

の80%以
い

上
じょう

を占
し

めたのは百
ひゃく

姓
しょう

で，大
だい

部
ぶ

分
ぶん

は村
むら

に住
す

み農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

む農
のう

民
みん

であり，自
じ

給
きゅう

自
じ

足
そく

に近
ちか

い
生
せい

活
かつ

をしていました。農
のう

民
みん

は，農
のう

地
ち

を持
も

ち年
ねん

貢
ぐ

を納
おさ

める本
ほん

百
びゃく

姓
しょう

と，
農
のう

地
ち

を持
も

たない水
みず

呑
のみ

百
びゃく

姓
しょう

などに分
わ

かれていました。村
むら

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

は，
名
な

主
ぬし

（庄
しょう

屋
や

）・組
くみ

頭
がしら

・百
ひゃく

姓
しょう

代
だい

など村
むら

方
かた

三
さん

役
やく

という役
やく

目
め

に就
つ

き，村
むら

の自
じ

治
ち

に当
あ

たりました。農
のう

民
みん

に課
か

せられた主
おも

な税
ぜい

は，収
しゅう

穫
かく

した米
こめ

の40
～50%の年

ねん

貢
ぐ

でした。年
ねん

貢
ぐ

は藩
はん

や幕
ばく

府
ふ

に納
おさ

められ，武
ぶ

士
し

の生
せい

活
かつ

を

身
みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

と
武
ぶ

士
し

→p.106
くくく

→p.106

3

1

→p.123F2

→p.106

百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

2

1

→p.123F2

1 →p.123カ

学習
課題 江

え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の身
みみ

分
ぶんぶん

制
せいせい

とは，どのようなしくみなのだろうか。身
み

分
ぶん

制
せい

の下
もと

での
暮
く

らし1

5

10

15

身分制（小），武士（小），百姓（小），町人（小）

1 収
しゅう

穫
かく

した米の40%を年
ねん

貢
ぐ

として納
おさ

めさせ
る場合を四

し

公
こう

六
ろく

民
みん

，50％の場合を五
ご

公
こう

五
ご

民
みん

と
いいます。
2 孔

こう

子
し

（→p.18）の思想を学び，発展させた
学問を儒

じゅ

学
がく

といいます。江
え

戸
ど

時代には，朱
しゅ

子
し

学
がく

の林
はやし

羅
ら

山
ざん

や陽
よう

明
めい

学
がく

の中
なか

江
え

藤
とう

樹
じゅ

など，多くの儒学
者によって儒学のさまざまな教えや考えが人々
に広がり，日本独

どく

自
じ

の儒学が形成されていきま
した。
3 商人の奉

ほう

公
こう

人
にん

や職
しょく

人
にん

の弟
で

子
し

は，主人の家で
住み込

こ

みをしながら技
ぎ

術
じゅつ

を身に付けていきまし
た。10歳

さい

前後を丁
でっ

稚
ち

といい，雑
ざつ

用
よう

や手伝いを
して仕事を覚え，その過

か

程
てい

で「読み・書き・そ
ろばん」の力も養われていきました。

8 年年年
ねんね

貢貢貢貢
ぐ

を納を納を納
おささ

める様子める様子子める様子 蔵蔵蔵
くらら

に運ばれてきた年貢米を，俵に運ばれててきた年貢米を 俵に運ばれてきた年貢米を 俵
たわらら

の中からすべて出して，年貢米の量をの中からすべて出して，年年貢米の量をの中からすべて出して 年貢米の量を
四角の升四角の升四角の升

ますすます

で量り直しているところです。で量り直してているところですすで量り直しているところです 〈円山応挙作『七難七福図巻』 京都府 相国寺蔵〉円山応挙作 七難七福図巻 京都府 相国寺蔵〈円山応挙作『七難七福図巻』京都府 相国寺蔵〉
1

百　姓
約84％

ひゃく しょう

武士

約
7
約
6

ぶ　し

公家・神官・僧侶 約1.4
く　げ しんかん そう りょ

差別された人々  約1.6

町人
ちょうにんそう

総人口 約3200万人

82江
え

戸
ど

時代の身分別人口構
こう

成
せい

（幕
ばく

末
まつ

の推
すい

定
てい

値
ち

）
〈関山直太郎 『近世日本の人口構造』〉

左にいる二人の
武士は，何をして
いるのかな。

4第 節 天
て んて ん

下
かか

泰
た い

平
へ い

の世
よよ

の中
な かな か

江
え

戸
ど

時
じじ

代
だいだい

の社
しゃしゃ

会
かいかい

は，どのような社
しゃしゃ

会
かいかい

だったのだろうか。
第4節の問い
p.124~133

124
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第３章第４節を例に

小学校●地理●公民との関連 ヨーロッパ（地），ユーラシア大陸（地），キリスト教（地），イスラム教（地）

5

10

15

キリスト教
きょう

が人
ひと

々
びと

の精
せい

神
しん

的
てき

な支
ささ

えとなっ
ていたヨーロッパでは，ローマ帝

てい

国
こく

の分
ぶん

裂
れつ

後
ご

，しだいにローマ教
きょう

皇
こう

（法
ほう

王
おう

）を首
しゅ

長
ちょう

とするカトリック教
きょう

会
かい

の勢
いきお

い
が増

ま

し，各
かっ

国
こく

の王
おう

をしのぐ力
ちから

をもつようになりました。11世
せい

紀
き

末
まつ

，

教
きょう

皇
こう

がイスラム勢
せい

力
りょく

の中
なか

にある聖
せい

地
ち

エルサレムを奪
うば

い返
かえ

すよう呼
よ

び
かけ，ヨーロッパ各

かっ

国
こく

の王
おう

は十
じゅう

字
じ

軍
ぐん

の遠
えん

征
せい

を行
おこな

いました。

この試
こころ

みは失
しっ

敗
ぱい

しましたが，ヨーロッパの国
くに

々
ぐに

とイスラム勢
せい

力
りょく

が
接
せっ

触
しょく

したことで，イタリア商
しょう

人
にん

とイスラム商
しょう

人
にん

の貿
ぼう

易
えき

が活
かっ

発
ぱつ

になり
ました。ユーラシア大

たい

陸
りく

を広
ひろ

く行
い

き交
か

うイスラム商
しょう

人
にん

との交
こう

易
えき

によ
り，彼

かれ

らが航
こう

海
かい

などでつちかった天
てん

文
もん

学
がく

などの高
たか

い水
すい

準
じゅん

の学
がく

問
もん

や技
ぎ

術
じゅつ

が，ヨーロッパに紹
しょう

介
かい

されました。

ヨーロッパの生
せい

活
かつ

や文
ぶん

化
か

は，カトリック教
きょう

会
かい

の
影
えい

響
きょう

を強
つよ

く受
う

けていました。しかし14世
せい

紀
き

にな
ると，人

にん

間
げん

の個
こ

性
せい

や自
じ

由
ゆう

を表
ひょう

現
げん

しようとした古
こ

代
だい

ギリシャ・ローマ
の文

ぶん

化
か

を理
り

想
そう

とするルネサンス（文
ぶん

芸
げい

復
ふっ

興
こう

）とよばれる新
あたら

しい風
ふう

潮
ちょう

が

イスラムとの交
こうこう

流
りゅうりゅう

と
ヨーロッパ

→p.23 →p.21
うううかい

解説

→p.23 →p.22
おこなおお

3

1

新
あたらあたら

しい芸
げい

術
じゅつ

と
技
ぎぎ

術
じゅつじゅつ

6

→p.20，5

学習
課題

キリスト教
きょうきょう

に基
もと

づいたヨーロッパの文
ぶぶんぶん

化
かか

や社
しゃしゃ

会
かいかい

は，イスラム商
しょうしょう

人
にんにん

との交
こうこう

流
りゅうりゅう

により，どのように変
へんへん

化
かか

していったのだろうか。ヨーロッパの
変
へん

革
かく1

4 イスラムの国での研究の様子イスラムのの国での研究のの様子イスラムの国での研究の様子 イスラムの国々では，ギリシャやイス ムの国々では ギリシャやイスラムの国々では ギリシャや
インドの影ンドの影インドの影

えいええい

響響響
きょうききょう

を受けて，さまざまな学問が発を受けて さまざざまな学問が発を受けて さまざまな学問が発
はっははっ

展展展展
てんてんてん

しました。しました。しました
　　　　図図図

ずずず

版版版
はんはんはん

の中から下に挙げたＡ～Ｃを探　の中から下 挙げたＡ～Ｃを探の中から下に挙げたＡ Ｃを探
さががさが

してみよう。してみようしてみよう。
Ａ．地地Ａ．地

ちち

球球球球
きゅうゅゅ

儀儀儀儀
ぎぎ

　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラーベ砂時計 Ｃ アストロラーベ時計　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラ ベ

1

資料活用 1

8 審
しん

判
ぱん

』 ローマ教
きょう

皇
こう

に命じられ，ミケランジェロはローマの大聖
せい

堂
どう

や礼
れい

拝
はい

堂などに壁
へき

画
が

や彫
ちょう

刻
こく

を制
せい

作
さく

しました。
この絵は60歳

さい

から６年がかりで完成しました。
〈バチカン市国 システィナ礼拝堂蔵　高さ14.4m×幅
13.3ｍ　16世紀〉

4

6 アストロラーベアストロラーベアストロラーベ　天体天体天体
の高度を測の高度を測の高度を測

はかかはか

るための観るための観観るための観
かんかんかん

測測測
そくくそく

器器器
具です。船の上で地球の緯具です 船の上で地球球の緯具です。船の上で地球の緯

いいい

度度度度
どど

を知ることができました。を知ることができました。を知る とができました知

3

この人たちは
何の研究をして
いるのかな。

6 羅羅羅
らら

針針針
しんし

盤盤盤盤
ばんばん

　航海のとき航海のとき航海のとき
に方角を知るための道具に方角を知知るための道具に方角を知るための道具
です。磁です 磁です。磁

じじ

石石石石
しゃくし くしゃく

の南北を指しの南北を指指しの南北を指し
示示示
しめめしめ

す性す性す性
せいせせい

質質質
しつししつ

が中国から伝わがが中国から伝伝わが中国から伝わ
り，ヨーロッパで実用化り ヨー ッパで実用用化り パで実用化， ッ 実用化
されました。されました。されました

2

1第 節 大
だ い

航
こ う

海
か い

によって結
む すむ す

び付
つつ

く世
せせ

界
か いか い ヨーロッパの国

くにくに

々
ぐにぐに

は，
なぜ世

せせ

界
かいかい

に進
しんしん

出
しゅつしゅつ

したの
だろうか。

第1節の問い
p.94~101

武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の展
てん

開
かい

と世界
かいかい

の動
うごうご

き近世第 章3
全
ぜんぜん

国
こくこく

を統
とう

一
いつ

する安
あんあん

定
ていてい

した政
せい

権
けん

を成
せいせい

立
りつりつ

させたものは何
なになに

か。章の問い

94
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▶「節の問い」に対応し
た「学習課題」を設置
しています。見開き
の学習内容を見通す
問いです。

学習課題

ポイント

各見開きの「学習課題」「確認し
よう」「説明しよう」でつかんだ
学習内容の積み重ねが「節の問
い」の追究につながります。

節と見開きの関係イメージ

学習
課題

確認
しよう

説明
しよう

学習
課題

確認
しよう

説明
しよう

節の問い

節の問いを
振り返ろう

特
色 

❸

2827



  歴史的な見方・考え方を働かせて時代の特色を説明しよう 2 思考力，判断力，表現力

１ 　第１～５節までの｢節の問いを振
り返ろう｣を確

かく
認
にん

し，全国を統一するた
めに行った政

せい
策
さく

で共通する点に着目し
て,安定した政権が成立するために必要
なことを三つ考えてみよう。

２ 　１で挙げたことをカードに一つ
一つ書いていこう。その際

さい
，どの歴史

的な見方・考え方を働かせたのか明
めい

示
じ

して，その選んだ理由も記入しよう。

１ 　グループになり，みんなと書いたカードを出し合って並べてみよう。
同じ理由や近い感じのする理由のカードごとにまとまりにしていこう。 
新しく追加する要素が見つかった場合は，カードを作成して加えよう。

２ 　まとめたカードごとに，まとめた理由が簡
かん

潔
けつ

に分かるタイトルを 
つけていこう。

３ 　グループで，章の問いの答えとして，最も適
てき

切
せつ

と考えられるまとまりは 
どれか話し合ってみよう。

４ 　今までの作業を踏
ふ

まえて，章の問いの答えを説明しよう。

章の問いに対して自分の考えを整理しよう

話し合いを通して自分の考えを深めよう

この時代の特色を理由とともに説明しよう

ステップ 1

ステップ２

ステップ３

幕府が，なぜその政
せい
策
さく
を

行ったかを考えることが
大事だね。

章の問いの答えを踏まえて，この時代はどのような時代だったかを，自分の言葉で説明してみよう。
その際

さい
，自分が理由を考えるときに重視した歴史的な見方・考え方に○を付けよう。

この章の問いで働かせる 見方・考え方の例

時期や年代 → 支配の政策は , いつ行われたか
推
すい

移
い

 →  全国を統一するしくみは ,  
どのように展開したか

比
ひ

較
かく

 → 中世の支配との違いは何か
相
そう

互
ご

の関連→ 安定した支配と外国との関係は何か

各節で振り返ったこと
「第１節」ー ヨーロッパの国々が日本に来た目的と日本への影

えい

響
きょう

「第２節」ー 信長・秀吉による全国統
とう

一
いつ

政
せい

策
さく

「第３節」ー 江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

の全国支
し

配
はい

のしくみ
「第４節」ー 安定した社会になったことで変化した人々の生活や産業
「第５節」ー 社会状

じょう

況
きょう

の変化に対
たい

応
おう

した江戸幕府の政治改
かい

革
かく

安定した政権が成立するために必要なこと
例）幕府直属の旗本や御家人による軍事力
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　 幕府の軍事力が圧倒的なため，大名が抵
抗することができないから

根拠（考えのもととなる資料）
　112 ページの 9～ 15行目

みんなと出し合ったカードを
まとまりにする

安定した政権が成立するために必要なこと
例）大名を統制する武家諸法度
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　きまりを定めて，…  

根拠（考えのもととなる資料）

安定した政権が成立するために必要なこと
例）旗本や御家人による軍事力
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　 幕府の軍事力が圧倒的なため大名が抵抗
することができないから

根拠 ( 考えのもととなる資料 )
　112 ページの 9～ 15行目

　タイトル：  

全国を統一する安定した政権を成立させるために
必要なことは，

（  
 　　　　　　　　　　　　　　　　　）である。
なぜなら（　  
  
� �
 
　　　　　　　　　　　　）[ だ ] からである。

章の問いの答えを理由とともに説明しよう
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  歴史的な見方・考え方を働かせて時代の特色を説明しよう 2 思考力，判断力，表現力

１ 　第１～５節までの｢節の問いを振
り返ろう｣を確

かく
認
にん

し，全国を統一するた
めに行った政

せい
策
さく

で共通する点に着目し
て,安定した政権が成立するために必要
なことを三つ考えてみよう。

２ 　１で挙げたことをカードに一つ
一つ書いていこう。その際

さい
，どの歴史

的な見方・考え方を働かせたのか明
めい

示
じ

して，その選んだ理由も記入しよう。

１ 　グループになり，みんなと書いたカードを出し合って並べてみよう。
同じ理由や近い感じのする理由のカードごとにまとまりにしていこう。 
新しく追加する要素が見つかった場合は，カードを作成して加えよう。

２ 　まとめたカードごとに，まとめた理由が簡
かん

潔
けつ

に分かるタイトルを 
つけていこう。

３ 　グループで，章の問いの答えとして，最も適
てき

切
せつ

と考えられるまとまりは 
どれか話し合ってみよう。

４ 　今までの作業を踏
ふ

まえて，章の問いの答えを説明しよう。

章の問いに対して自分の考えを整理しよう

話し合いを通して自分の考えを深めよう

この時代の特色を理由とともに説明しよう

ステップ 1

ステップ２

ステップ３

幕府が，なぜその政
せい
策
さく
を

行ったかを考えることが
大事だね。

章の問いの答えを踏まえて，この時代はどのような時代だったかを，自分の言葉で説明してみよう。
その際

さい
，自分が理由を考えるときに重視した歴史的な見方・考え方に○を付けよう。

この章の問いで働かせる 見方・考え方の例

時期や年代 → 支配の政策は , いつ行われたか
推
すい

移
い

 →  全国を統一するしくみは ,  
どのように展開したか

比
ひ

較
かく

 → 中世の支配との違いは何か
相
そう

互
ご

の関連→ 安定した支配と外国との関係は何か

各節で振り返ったこと
「第１節」ー ヨーロッパの国々が日本に来た目的と日本への影

えい

響
きょう

「第２節」ー 信長・秀吉による全国統
とう

一
いつ

政
せい

策
さく

「第３節」ー 江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

の全国支
し

配
はい

のしくみ
「第４節」ー 安定した社会になったことで変化した人々の生活や産業
「第５節」ー 社会状

じょう

況
きょう

の変化に対
たい

応
おう

した江戸幕府の政治改
かい

革
かく

安定した政権が成立するために必要なこと
例）幕府直属の旗本や御家人による軍事力
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　 幕府の軍事力が圧倒的なため，大名が抵
抗することができないから

根拠（考えのもととなる資料）
　112 ページの 9～ 15行目

みんなと出し合ったカードを
まとまりにする

安定した政権が成立するために必要なこと
例）大名を統制する武家諸法度
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　きまりを定めて，…  

根拠（考えのもととなる資料）
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5

10

15

キリスト教
きょう

が人
ひと

々
びと

の精
せい

神
しん

的
てき

な支
ささ

えとなっ
ていたヨーロッパでは，ローマ帝

てい

国
こく

の分
ぶん

裂
れつ

後
ご

，しだいにローマ教
きょう

皇
こう

（法
ほう

王
おう

）を首
しゅ

長
ちょう

とするカトリック教
きょう

会
かい

の勢
いきお

い
が増

ま

し，各
かっ

国
こく

の王
おう

をしのぐ力
ちから

をもつようになりました。11世
せい

紀
き

末
まつ

，

教
きょう

皇
こう

がイスラム勢
せい

力
りょく

の中
なか

にある聖
せい

地
ち

エルサレムを奪
うば

い返
かえ

すよう呼
よ

び
かけ，ヨーロッパ各

かっ

国
こく

の王
おう

は十
じゅう

字
じ

軍
ぐん

の遠
えん

征
せい

を行
おこな

いました。

この試
こころ

みは失
しっ

敗
ぱい

しましたが，ヨーロッパの国
くに

々
ぐに

とイスラム勢
せい

力
りょく

が
接
せっ

触
しょく

したことで，イタリア商
しょう

人
にん

とイスラム商
しょう

人
にん

の貿
ぼう

易
えき

が活
かっ

発
ぱつ

になり
ました。ユーラシア大

たい

陸
りく

を広
ひろ

く行
い

き交
か

うイスラム商
しょう

人
にん

との交
こう

易
えき

によ
り，彼

かれ

らが航
こう

海
かい

などでつちかった天
てん

文
もん

学
がく

などの高
たか

い水
すい

準
じゅん

の学
がく

問
もん

や技
ぎ

術
じゅつ

が，ヨーロッパに紹
しょう

介
かい

されました。

ヨーロッパの生
せい

活
かつ

や文
ぶん

化
か

は，カトリック教
きょう

会
かい

の
影
えい

響
きょう

を強
つよ

く受
う

けていました。しかし14世
せい

紀
き

にな
ると，人

にん

間
げん

の個
こ

性
せい

や自
じ

由
ゆう

を表
ひょう

現
げん

しようとした古
こ

代
だい

ギリシャ・ローマ
の文

ぶん

化
か

を理
り

想
そう

とするルネサンス（文
ぶん

芸
げい

復
ふっ

興
こう

）とよばれる新
あたら

しい風
ふう

潮
ちょう

が

イスラムとの交
こうこう

流
りゅうりゅう

と
ヨーロッパ

→p.23 →p.21
うううかい

解説

→p.23 →p.22
おこなおお

3

1

新
あたらあたら

しい芸
げい

術
じゅつ

と
技
ぎぎ

術
じゅつじゅつ

6

→p.20，5

学習
課題

キリスト教
きょうきょう

に基
もと

づいたヨーロッパの文
ぶぶんぶん

化
かか

や社
しゃしゃ

会
かいかい

は，イスラム商
しょうしょう

人
にんにん

との交
こうこう

流
りゅうりゅう

により，どのように変
へんへん

化
かか

していったのだろうか。ヨーロッパの
変
へん

革
かく1

4 イスラムの国での研究の様子イスラムのの国での研究のの様子イスラムの国での研究の様子 イスラムの国々では，ギリシャやイス ムの国々では ギリシャやイスラムの国々では ギリシャや
インドの影ンドの影インドの影

えいええい

響響響
きょうききょう

を受けて，さまざまな学問が発を受けて さまざざまな学問が発を受けて さまざまな学問が発
はっははっ

展展展展
てんてんてん

しました。しました。しました
　　　　図図図

ずずず

版版版
はんはんはん

の中から下に挙げたＡ～Ｃを探　の中から下 挙げたＡ～Ｃを探の中から下に挙げたＡ Ｃを探
さががさが

してみよう。してみようしてみよう。
Ａ．地地Ａ．地

ちち

球球球球
きゅうゅゅ

儀儀儀儀
ぎぎ

　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラーベ砂時計 Ｃ アストロラーベ時計　　Ｂ．砂時計　　Ｃ．アストロラ ベ

1

資料活用 1

8 審
しん

判
ぱん

』 ローマ教
きょう

皇
こう

に命じられ，ミケランジェロはローマの大聖
せい

堂
どう

や礼
れい

拝
はい

堂などに壁
へき

画
が

や彫
ちょう

刻
こく

を制
せい

作
さく

しました。
この絵は60歳

さい

から６年がかりで完成しました。
〈バチカン市国 システィナ礼拝堂蔵　高さ14.4m×幅
13.3ｍ　16世紀〉

4

6 アストロラーベアストロラーベアストロラーベ　天体天体天体
の高度を測の高度を測の高度を測

はかかはか

るための観るための観観るための観
かんかんかん

測測測
そくくそく

器器器
具です。船の上で地球の緯具です 船の上で地球球の緯具です。船の上で地球の緯

いいい

度度度度
どど

を知ることができました。を知ることができました。を知る とができました知

3

この人たちは
何の研究をして
いるのかな。

6 羅羅羅
らら

針針針
しんし

盤盤盤盤
ばんばん

　航海のとき航海のとき航海のとき
に方角を知るための道具に方角を知知るための道具に方角を知るための道具
です。磁です 磁です。磁

じじ

石石石石
しゃくし くしゃく

の南北を指しの南北を指指しの南北を指し
示示示
しめめしめ

す性す性す性
せいせせい

質質質
しつししつ

が中国から伝わがが中国から伝伝わが中国から伝わ
り，ヨーロッパで実用化り ヨー ッパで実用用化り パで実用化， ッ 実用化
されました。されました。されました

2

1第 節 大
だ い

航
こ う

海
か い

によって結
む すむ す

び付
つつ

く世
せせ

界
か いか い ヨーロッパの国

くにくに

々
ぐにぐに

は，
なぜ世

せせ

界
かいかい

に進
しんしん

出
しゅつしゅつ

したの
だろうか。

第1節の問い
p.94~101

武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

の展
てん

開
かい

と世界
かいかい

の動
うごうご

き近世第 章3
全
ぜんぜん

国
こくこく

を統
とう

一
いつ

する安
あんあん

定
ていてい

した政
せい

権
けん

を成
せいせい

立
りつりつ

させたものは何
なになに

か。章の問い
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p.147

p.146-147

「章の問い」の答えをふまえて
時代の特色を自分の言葉で
説明する。

ステップ３

話し合いを通して
「章の問い」の答えを説明する。

ステップ２

▶�グループでカードを出し
　合ってまとめる。
▶�まとめたカードに
　タイトルを付ける。

「章の問い」に対して
自分の考えを整理する。

ステップ１

▶��「節の問いを振り返ろう」を�
集約する。

▶��「歴史的な見方・考え方」を�
働かせる。

▶��自分がそう考えた理由と�
その根拠となる資料を挙げる。

見通し・振り返り学習がしやすい構造 ③「章の学習を振り返ろう」
深い学びにつながる「問い」❸

特色

▶「章の問い」を受けて章末に設置しています。思考力・判断力・表現力を用
いた課題での振り返りを行い，「深い学び」を実現できる構成としています。

章の学習を振り返ろう

深
い
学
び
へ

全国を統一する安定した政権を成立させるために
必要なことは，（強大な権力をもつ幕府のしくみ
をつくること）である。なぜなら（江戸幕府は,
全国の４分の１の土地を直接支配し，全国のおも
な鉱山を直轄地とし，貨幣をつくる権利を握り，
貿易を独占し，強大な軍事力をもっていたために，
大名をおさえることができた）［だ］からである。

章の問いの答えを理由とともに説明しよう例

この時代は，（戦乱がなく,武士による安定した政
治が行われた）［の］時代である。それは，（時代
や年代，推移，比較 ，相互の関連）に着目して
考えると（戦乱が続いた中世に対し，江戸幕府に
よる大名統制,貿易統制や身分の統制で，秩序を
重視した社会になった）［だ］からである。

例

左ページ：知識の確認「章の学習を振り返ろう」
ページ構成
左ページでは学習してきた知識
を確認します。右ページでは「章
の問い」に対して思考・判断・
表現できる構成になっていま
す。

　  学んだ事を確
た し

かめよう 

１）  左の年表の 　　 ～　　 の空
くう

欄
らん

に入るものを，
下の語群の中から選んでみよう。

豊臣秀吉　徳川家康　朝
ちょう

鮮
せん

通
つう

信
しん

使
し

商品作物　五
ご

街
かい

道
どう

　浮
うき

世
よ

絵
え

　キリスト教
享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

　寛
かん

政
せい

の改革　打ちこわし

２） 下の地図の 　　 ～　　 の空欄に入るものを，
年表内の下線Ａ～Ｆから選んでみよう。

　　　　　 「次の場面を探
さが

してみよう！」で取り上
げた上の二つの場面と関わりの深い事

こと

柄
がら

を，年表から探し出して，○で囲
かこ

もう。

　　　　　 上の二つの場面は，百姓の成長を示
しめ

しているが，この変化があったと考
えられる年表の時期に，赤線を引こう。

　　　　　 百姓の様子は鎌倉時代(p.58～59)や室
町時代(p.80～81)では，どのように描

えが

かれているか，その場面を探してみよう。

1 知識

ア コ

あ か

作業１

作業２

作業３

・
南
蛮
文
化（

　
　
　

  

の
伝
来
、
活
版
印
刷
）

・
茶
の
湯（
わ
び
茶
）  

・
か
ぶ
き
踊
り

・
城（
天
守
、
大
広
間
、
屛
風
絵
）

主な出来事（政策） 文化 国際年
代
時
代

朝
鮮
中
国

 1543 鉄砲の伝来（　種子島）
   織田信長の台頭
  　（楽市・楽座）
 73 室町幕府の滅亡

 90 　　　　  が全国統一
 　 　  （検地・刀狩）
  文禄の役・慶長の役
 1600 　関ヶ原の戦い
 03 　　　　  による江戸幕府の成立
  �摩藩が琉球を征服
  　 （武家諸法度）
   幕藩体制の確立
 37 島原・天草一揆 ～ 38
  　 （　　　  禁止）
 69 シャクシャインの戦い
  徳川綱吉による政治
  　　（文治政治）
  　　　 ・航路の整備
  都市の繁栄
 1716  徳川吉宗による
  　  （新田開発）（倹約）
  　  （公事方御定書）
  　　　 の生産（綿花・紅花など）
  　　　 幕府や藩も生産を支援
  手工業から問屋制家内工業へ
  貨幣経済の広まり
   田沼意次の政治
  　 （商業重視）
 82 天明の飢きん ～87
  百姓一揆・
 87  松平定信による
  　 （農業重視）（倹約）
 1825 異国船打払令
 33 天保の飢きん ～36
 37 大塩平八郎の乱
 41  天保の改革

ア

ウ

エ

カ

キ

ケ
コ

イ

イ

オ

オ

B

A

朝
鮮

明

清

（計12回）

元
禄
文
化

桃
山
文
化

化
政
文
化

・
儒
学（
朱
子
学
）

　
・
和
算

・
俳
諧

　
・

　
　
　
　
・
装
飾
画

・
浮
世
草
子

　
・
人
形
浄
瑠
璃

・

　
　
　
　

 （
錦
絵
）

　
・
長
編
小
説

・
川
柳
、
狂
歌

　
・
俳
諧

・
歌
舞
伎

　
・
相
撲

　
・
落
語

　

・
蘭
学
の
発
展

・
寺
子
屋

　
の
増
加

・
国
学
の

　
発
展

南
蛮
貿
易

朱
印
船
貿
易

外
国
船
の
接
近

貿
易
統
制

長崎・　対馬
�摩・　松前

16

17

18

19

戦
国

室
町

安
土
桃
山

江
戸

ク

C D

E F か

え

い あ
北京
ペ キン

寧波
ニンポー

�覇
な　は

京都
江戸
え　ど

大阪

う

お

� ����km

タイムトラベル⑦
（安

あ
土
づち
桃
もも
山
やま
時代）p.102■イ

タイムトラベル⑧
（江

え
戸
ど
時代）p.123■ウ

章の学習を
振り返ろう

第３章（p.94 ～ 145）

武家政権の展開と世界の動き
全国を統一する安定した政権を成立させたものは何か。章の問い

タイムトラベルを眺
なが
め直そう！
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  歴史的な見方・考え方を働かせて時代の特色を説明しよう 2 思考力，判断力，表現力

１ 　第１～５節までの｢節の問いを振
り返ろう｣を確

かく
認
にん

し，全国を統一するた
めに行った政

せい
策
さく

で共通する点に着目し
て,安定した政権が成立するために必要
なことを三つ考えてみよう。

２ 　１で挙げたことをカードに一つ
一つ書いていこう。その際

さい
，どの歴史

的な見方・考え方を働かせたのか明
めい

示
じ

して，その選んだ理由も記入しよう。

１ 　グループになり，みんなと書いたカードを出し合って並べてみよう。
同じ理由や近い感じのする理由のカードごとにまとまりにしていこう。 
新しく追加する要素が見つかった場合は，カードを作成して加えよう。

２ 　まとめたカードごとに，まとめた理由が簡
かん

潔
けつ

に分かるタイトルを 
つけていこう。

３ 　グループで，章の問いの答えとして，最も適
てき

切
せつ

と考えられるまとまりは 
どれか話し合ってみよう。

４ 　今までの作業を踏
ふ

まえて，章の問いの答えを説明しよう。

章の問いに対して自分の考えを整理しよう

話し合いを通して自分の考えを深めよう

この時代の特色を理由とともに説明しよう

ステップ 1

ステップ２

ステップ３

幕府が，なぜその政
せい
策
さく
を

行ったかを考えることが
大事だね。

章の問いの答えを踏まえて，この時代はどのような時代だったかを，自分の言葉で説明してみよう。
その際

さい
，自分が理由を考えるときに重視した歴史的な見方・考え方に○を付けよう。

この章の問いで働かせる 見方・考え方の例

時期や年代 → 支配の政策は , いつ行われたか
推
すい

移
い

 →  全国を統一するしくみは ,  
どのように展開したか

比
ひ

較
かく

 → 中世の支配との違いは何か
相
そう

互
ご

の関連→ 安定した支配と外国との関係は何か

各節で振り返ったこと
「第１節」ー ヨーロッパの国々が日本に来た目的と日本への影

えい

響
きょう

「第２節」ー 信長・秀吉による全国統
とう

一
いつ

政
せい

策
さく

「第３節」ー 江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

の全国支
し

配
はい

のしくみ
「第４節」ー 安定した社会になったことで変化した人々の生活や産業
「第５節」ー 社会状

じょう

況
きょう

の変化に対
たい

応
おう

した江戸幕府の政治改
かい

革
かく

安定した政権が成立するために必要なこと
例）幕府直属の旗本や御家人による軍事力
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　 幕府の軍事力が圧倒的なため，大名が抵
抗することができないから

根拠（考えのもととなる資料）
　112 ページの 9～ 15行目

みんなと出し合ったカードを
まとまりにする

安定した政権が成立するために必要なこと
例）大名を統制する武家諸法度
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　きまりを定めて，…  

根拠（考えのもととなる資料）

安定した政権が成立するために必要なこと
例）旗本や御家人による軍事力
働かせた見方・考え方
　比較
理由
　 幕府の軍事力が圧倒的なため大名が抵抗
することができないから

根拠 ( 考えのもととなる資料 )
　112 ページの 9～ 15行目

　タイトル：  

全国を統一する安定した政権を成立させるために
必要なことは，

（  
 　　　　　　　　　　　　　　　　　）である。
なぜなら（　  
  
� �
 
　　　　　　　　　　　　）[ だ ] からである。

章の問いの答えを理由とともに説明しよう

この時代は，（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）[ の ] 時代である。
それは，（時代や年代，推移，比較，相互の関連）に注目して考えると（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）[ だ ] からである。
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右ページ：思考・判断・表現

特
色 

❸

3029



144

赤
あ こ

穂
う

事件を考察する −旧赤穂藩の浪
ろう

士
し

たちの処
しょ

罰
ばつ

の行
ゆく

方
え

に考えてみよう多  面  的 多  角  的・

　徳
とく
川
がわ
綱
つな
吉
よし
（→p.125）の治

ち
世
せい
である1702年12月14日，旧赤穂藩の浪

士（赤穂浪士）たちが吉
き
良
ら
邸
てい
に討

う
ち入り，吉

き
良
ら
上
こう
野
ずけの
介
すけ
義
よし
央
ひさ
を討ち取り

ました。江戸の人々は，浪士たちを主君浅
あさ
野
の
内
たく
匠
みの
頭
かみ
長
なが
矩
のり
の仇

あだ
討ちを果たした

「忠臣の義士」と褒
ほ
めたたえ，諸

しょ
藩
はん
からも彼らを助

じょ
命
めい
するお願いがありました。

　このような状況で，幕府は赤穂浪士たちにどのような処
しょ
罰
ばつ
を下したのでしょ

うか。当時の人々の考え方を踏
ふ
まえながら，この処罰の方針をめぐる意見の対

立から，当時の社会の様子を多面的・多角的に考察してみよう。

なか

わたしが赤穂浪士をたたえた

理由は，

（　　　　�　��　　　　　　　　

　　　　　　　　�　　　　　

　　　　　　　　）からです。

考察の
視点

に考えてみよう多  面  的 多  角  的・

※�幕府の政治と裁判を
行う機関

テーマ 赤穂浪士を「忠
ちゅう
臣
しん
の義

ぎ
士
し
」として許すか，「徒

と
党
とう
」を組んだ罪

つみ
で厳
げん
罰
ばつ
にするべきか。

主な意見 その根拠

助
　命

厳
　罰

考えよう  ②あなたが，当時の江戸の
人であったら，なぜ赤穂浪士をたたえ
たのか，その理由を考えてみよう。

整理しよう  ①あなたが，将軍綱
つな

吉
よし

だったとして，幕府内の意見と資料１・２を読んで，浪
士に対して助

じょ

命
めい

する意見と厳
げん

罰
ばつ

にする意見を，その根拠を示
しめ

して整理してみよう。

61吉
き
良
ら
邸
てい
への討

う
ち入り〈葛飾北斎作�『仮名手本忠臣蔵』江戸東京博物館蔵〉

　もし，主君の仇
あだ
討
う
ちを許さないというのであれば，古くからの道理にも背

そむ
き，忠臣や孝

こう
子
し
※の心を

傷
きず
つけることになる。さらには，「学問・武道と忠

ちゅう
義
ぎ
・孝

こう
行
こう
に励

はげ
む」とした武

ぶ
家
け
諸
しょ
法
はっ
度
と
にも背くもの

である。浪士たちを厳罰にするのは，果たして適切なことなのだろうか。

5代将軍徳
とく
川
がわ
綱
つな
吉
よし
は迷っていた…

　浪士たちは主人の遺
い
志
し
を継

つ
い

だ忠臣です。大勢で討
う
ち入った

のはその志
こころざし
を遂

と
げるためのしか

たがない手段です。しばらくは
大名預

あず
けとして何年か後に判決

を出すのがよいと考えます。

　主君の仇討ちを果たした彼ら
は，武

ぶ
士
し
道
どう
を実

じっ
践
せん
して大いに褒

ほ

められるものです。しかし，彼
らが天下の法を破

やぶ
ったことは間

違いありません。これは道理に
背くものです。

幕府の評
ひょう
定
じょう
所
しょ※の意見 幕府直

ちょっ
轄
かつ
の学問所の

林
はやし
信
のぶ
篤
あつ
の意見

綱吉の老
ろう
中
じゅう
に仕えた儒

じゅ
学
がく
者
しゃ

荻
お
生
ぎゅう
徂
そ
徠
らい
の意見

　浅
あさ
野
の
が吉

き
良
ら
を殺そうとしたのであって，吉良が

浅野を殺したわけではありません。そのため，吉
良は浅野の仇ではありません。浅野は，一時の怒
りにかられて吉良を殺そうとしたので，浪士たち
の行動は，主君のこの「邪

じゃ
志
し
」※を継

つ
いだものであって，

忠義とはいえないでしょう。 ※間違った思いや考え

※忠臣…主君に忠義を尽くす臣下�孝子…親孝行な子
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資料を基
もと
に，当時の人々の考え方を理解する

　当時の人々の考え方は，現在の私たちと同じとは限りません。当時の人々の考え方を理解する際には，当時の人々の言葉な
どの資料を基に，当時の人々になったつもりで考えることが大切です。

助命　・　厳罰　・　その他
赤穂浪士たちの処分は，

その根拠

9技能を
みがく

145

話し合って深めよう  
④下の資料の，実際の幕府の処罰を読んでみよう。そして，
あなたの考えとどの点に相違があったのか，確認してみよう。
⑤なぜ，幕府は浪士たちに，全員「切

せっ

腹
ぷく

」という処罰を決定し
たのだろうか。その理由を綱吉が目指した政治の考えを基に
して，グループで話し合ってみよう。

説明しよう  ③今までの意見を踏
ふ

まえ，将軍であるあなたは，どのよ
うな処罰を下すだろうか。助命にするか，厳罰にするか，その他の処
罰にするかのいずれかを選び，当時の資料に基

もと

づいた判断の根拠を明
確にして説明しよう。

1

2

資料

資料

赤穂事件の概
が い

要
よ う

武
ぶ

家
け

諸
し ょ

法
は っ

度
と

の方針の変更

4　赤穂事件の流れ　赤穂事件
は，幕府の重要な行事の当日に，
その担当であった赤穂藩主浅

あさ
野
の

内
たく

匠
みの

頭
かみ

長
なが

矩
のり

が，同じく担当して
いた吉

き
良
ら

上
こう

野
ずけの

介
すけ

義
よし

央
ひさ

を突然切り
つけたことから始まります。 
この責任を取るため，浅野内匠
頭長矩は幕府から即日切

せっ
腹
ぷく

※を
命ぜられ，赤穂藩は改

かい
易
えき
（廃

はい
藩
はん

）
となりました。

2

※�切腹は武士の礼にかなった処罰と
考えられていました。一方，打ち
首は屈

くつ
辱
じょく
的
てき
な処罰と考えらていま

した。

1701（元
げん

禄
ろく

14）年　松の廊
ろう

下
か

事件
　赤穂藩主浅

あさ
野
の

内
たく

匠
みの

頭
かみ

長
なが

矩
のり

が，江戸城
の松の廊下で，吉

き
良
ら

上
こう

野
ずけの

介
すけ

義
よし

央
ひさ

を切り
つける。
→浅野内匠頭長矩は即日切

せっ
腹
ぷく

。
　赤穂藩は改

かい
易
えき
（廃

はい
藩
はん

）となる。
　吉良上野介義央は，処

しょ
罰
ばつ

はなし。

なか

1702年12月14日　赤穂事件
　旧赤穂藩の浪士たちが吉良邸

てい
に討

う
ち

入り，吉良上野介義央を討ち取る。

8　歌からは，江戸の人々の討
う

ち入りに対する共
感が読み取れます。当時の人々は，喧

けん
嘩
か

両
りょう

成
せい

敗
ばい

が
武士の慣例であるのに，吉

き
良
ら

は切腹しなかったこ
とに対して，武士らしくないと思っていたともい
われています。

3

たのもしや内
た く み

匠の家に内
く

蔵
ら

ありて
　　　　　　  武士の鏡を取り出しけり

赤穂浪士をよんだ歌

　頼もしいことではないか。内匠の家（浅
あさ

野
の

内
たくみの

匠

頭
かみ

）に内蔵（大
おお

石
いし

内
く ら の

蔵助
すけ

）があって，武士の鏡

（鑑
かがみ

，手本）を取り出してきた。

　浪士たちは，主人の仇
あだ

に報
むく

いると主張して，浪士たちで
徒
と

党
とう

を組み，吉
き

良
ら

邸
てい

へ押し込み，飛び道具などまで持参し，
吉良義

よし

央
ひさ

を討
う

ったことは，幕府を恐れない行動で，法に背
そむ

いた行為である，これによって切腹を命じる。

幕府の赤穂浪士に対する処
しょ
罰
ばつ

一，学問・武道と忠
ちゅう

義
ぎ

・孝
こう

行
こう

に励
はげ

み，礼
れい

儀
ぎ

正しくふるまること。
一， 謀

む

反
ほん

を計画したり，仲間（徒
と

党
とう

）を集めて行動を起こす誓
せい

約
やく

を結ぶことを禁止する。
一，喧

けん

嘩
か

や口
こう

論
ろん

はしないようにし，私的な争いを禁止する。
　　 もし，やむを得

え

ない理由があれば，奉
ぶ

行
ぎょう

所
しょ

に届
とど

けて指示を
待つこと。

武家諸法度　天
てん
和
な
令
れい

6　武家諸法度（天和令）　徳
とく

川
がわ

綱
つな

吉
よし

は，それまでの武家諸法度の最初
の一文であった「文武弓

きゅう
馬
ば

の道に，ひたすら励
はげ

むこと」（→ p.113）を
改め，「忠義と孝行に励むこと」を強調しました。このほかにも儒

じゅ
学
がく

を重視するなど，学問や礼
れい

節
せつ

を重んじる政治へと転換を行いました。

4
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p.144-145

特設ページ「多面的・多角的に考えてみよう」を3か所設けています。
本文ページと関連した歴史的事象をテーマに，異なる意見や資料を通して多面的・多角的
に考察することで，思考力・判断力・表現力を育みます。

異なる意見や立場から歴史を考察する特設ページ
深い学びにつながる「問い」❸

特色

▶当時の社会情勢を反映す
る資料を読み解くこと
で，当時の社会の考え方
をふまえてテーマをさら
に深く考察します。
ここでは，赤穂事件の経
緯を概観したうえで，江
戸の人々が事件をどのよ
うに見ていたのかを示
し，また私的な争いを禁
止する武家諸法度の条文
などを提示しています。

当時の社会の様子を
読み解く資料

▶考察の視点を受けて，考察のテーマを設定して
います。赤穂事件の処罰についての，当時の議
論がテーマになっています。

考察のテーマ

▶考察する際の視点(ポイ
ント)を明示しています。
ここでは，武力の重視か
ら文治政治に転換してい
く時代に起こった赤穂事
件の処罰をめぐって，当
時の社会の様子を多面
的・多角的に考察するこ
とがポイントになってい
ます。

考察の視点

▶テーマを受けて，相対立する意見を具体的に見ていき，多面的・多角的に考察するきっかけにしていま
す。ここでは，赤穂事件をめぐって，どのような意見があったのかを具体的に示しています。

当時の人々の意見

▶論点の整理→自分なりの考察→話し合いというように段階的に自分の考えを深
めていくなかで，思考力・判断力・表現力を育みます。

考えを深めるアクティビティ

New

掲載ページ一覧
（3か所）

ページ タイトル

p.144-145 赤穂事件を考察する

p.188-189 『三酔人経綸問答』を考察する

p.230-231 「母性保護論争」を考察する

※太字：ここで扱っているページ

特
色 

❸
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